The Relations between School Adjustment, Internet Addiction and Club Activity among Junior High School Students. : Including the Viewpoint of Life Style Habits by 上沼 あずさ & 石津 憲一郎
富山大学人間発達科学研究実践総合センター紀要 教育実践研究
第12号　通巻34号 抜刷　　平成29年12月
中学生における部活動の取り組み，
インターネット依存と学校適応
―生活習慣の視点を含めた交差遅れ効果モデル分析―
上沼あずさ　石津憲一郎
－ 69 － － 69 －
中学生における部活動の取り組み，インターネット依存と学校適応
１．問題と目的
文部科学省（1997）によると，中学生全体の 73.9％が
運動部に所属しており，文化部など運動部以外の部に全
体の 17.1％が所属している。部活動は中学生にとって居
場所感，仲間意識，友情を育む場などとして機能してお
り（水口，2014），自らが人間的な成長と発達を実現し
ようとする自治活動である（森川・遠藤，1999）。この
ように部活動は，中学生が充実感や学校生活に対する満
足感を得るために，重要な役割を担っていることが多く
の研究によって示されている（角谷，2005）。このよう
に放課後や休日を使って行う部活動は，中学生にとって
自分の意志で行う，自主的な活動の一つであり，様々な
良い影響を与えていることがわかっている。しかしその
一方で，部活動にはマイナスの側面も指摘されている。 
文部科学省による「平成 27 年度の生徒指導上の諸問
題の現状について」の中では，中学校に通う生徒の不登
校状態になった要因に「クラブ活動・部活動等への不適
応」をあげた生徒は，2,823 人（全体の 2.9％）にのぼ
ることを示している。しかしながら部活動は学年や学級
を越えた集団で活動するため，通常の授業の中ではでは
得られない教育的意義があるのではないかと考えられる
（石田・亀山，2006）。これらのことから，部活動が中学
生にとって大きな経験の場となっていることは間違いな
いであろう。
中学校は，様々な人間関係や集団行動の活動を通して
社会的発達をもたらす場でもある。その中で近年，問題
視されているのがインターネット依存である。インター
ネット依存とは，制御してインターネットを使用するこ
とができなくなり，かつ何らかの障害もほぼ必発である
状態を指し，インターネット使用により何らかの悪影響
が起きていることを指す，と中山（2015）はしている。
インターネット依存に陥ると，無気力や倦怠感，思考力・
集中力の低下をきたし，子どもの勉強や運動等の活動に
対する意欲低下を引き起こすと考えられている（津田・
木村・水野，2015）。また，インターネットは，携帯電
話等の普及によって，どこにいても友人等と絶えず連絡
を取り合えるようになったことに加え，多くの人々との
コミュニケーションや多様な情報を検索することが出来
るようになるなど，日常生活において不可欠なツールと
なりつつあることが明らかとなっている（情報通信白書，
2011）。インターネット依存傾向者は，就寝時間が遅く，
運動時間が短く生活習慣に影響を及ぼしていることが示
唆されており，インターネット依存と生活習慣は密接な
関係にあると考えられる。情報通信白書（2011）では，
依存者は非依存者と比較して生活が夜型になり，視力低
下や眠れない，情緒不安定などの傾向が示されており，
このことからもインターネット依存と生活習慣は密接な
関係であるとわかる。文部科学省による中高生を中心と
した子供の生活習慣づくりに関する検討委員会（2014）
では，最近の中高生を取り巻く生活の実態と課題・問題
点について，スマートフォンなどの所有割合，インター
ネットとの接触時間が急増，夜型生活による睡眠時間の
不足，朝食の欠如の増加があり，その結果日中の活動へ
影響したり，学力や運動能力に影響したりするとしてい
る。朝食の有無に関して，休日において朝食摂食者は大
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幅に学習時間が長くなることが示されている（野田・徳
本・村田・早坂・尾島，2011）。また，睡眠に関連して
就寝時間に関する研究を見てみると，就寝時間が遅い群
はそうでない群と比べて寝つきが悪い，夜中に目が覚め
るなどという睡眠問題を多く有していることが分かる
（鈴木・野井，2007）。これらから中学生にとって，睡眠
と朝食は重要なものであると考えらえる。
中学生にとって，学校生活は日々の生活の中核をなし
ており，生徒が豊かな生活を送るためには学校適応が重
大な課題である（吉村，1997）。これまで，部活動に焦
点をあてた研究がされており，生徒の部活動に対する満
足は学校生活全般にも積極的な影響を及ぼしているこ
とが示されている（吉村，1997）。このように様々な角
度から学校適応感について研究がされており，中学生に
とって学校適応が重要なものであるということがうかが
える。
以上のように，インターネット，部活動，生活習慣は
それぞれにおいて研究がすすめられているが，インター
ネットと部活動の双方の関連についてはほとんど研究が
されていない。ともに中学生にとって身近なものであり，
特にインターネットは今後さらに学校教育において導入
されていくことを考えると，様々な要素と関連づけてイ
ンターネット依存について検討していくことは重要なこ
とであると思われる。すでに，中学生のインターネット
依存については，対人場面に関連する問題を抱えていた
り（鄭，2008），日常生活に支障が生じている（鄭・野島，
2008）ことが指摘されている。ただし，これまで蓄積さ
れてきた研究の多くは横断的なデザインによる研究が主
であり，学校内の対人関係や，日常的な生活習慣に着目
した研究は，より蓄積されていく必要がある。そこで本
研究では，中学生の学校生活に関連している部活動，全
般的な学校満足感，生活習慣とインターネット依存との
関連について，短期縦断的な研究デザインを用いて，そ
の双方向の影響性について検討する。
本研究の第一の目的は，部活動での積極性がインター
ネット依存に影響を与えているのか，反対にインター
ネット依存が部活動での積極性に影響を与えているのか
といった，その双方向性について検討することとする。
また，生活習慣，学校適応についての関係性を示し，学
校適応や学校生活に寄与する要因を，インターネット依
存という視点から検討することを第二の目的とする。
第一の目的を検討するために，今回調査を 2 回に分け
て行い，部活動での積極性とインターネット依存の影響
性を調査する。調査の結果，部活動での積極性によって
インターネット依存に差が出た場合，インターネッと依
存にならないために，部活動の充実や学校側の取り組み
が大切な要素の 1 つとして考えられるようになる。反対
に，インターネット依存が部活動での積極性に影響を与
えている場合は，インターネッと依存にならないための
対策（例えば使用時間を制限する，等）を施すことが，
学校適応を促進するための 1 つの手段として考えられる
ようになる。また，第二の目的において，生活習慣や学
校適応がこれらにどのように関わっているのかを，2 回
の調査により短期縦断的に調査することで，それらの要
因の短期的な因果関係を探ることを目的とする。
２．方法
（1）調査協力者　調査協力者は，中部地方の中学校に通
う 1 ～ 3 年生 412 名（男子 210 名，女子 202 名）である。
内訳は，1 年生 146 名（男子 77 名，女子 69 名），2 年生
143 名（男子 64 名，女子 79 名），3 年生 123 名（男子 66 名，
女子57名）であった。平均年齢は13.10歳であった。また，
標準偏差（SD）は 0.91 であった。
（2）調査内容　調査１回目（以下 T1），調査２回目（以
下 T2）とも同様の質問紙を使用した。内容は次の通り
である。
①フェイスシート　フェイス・シートでは，学年，組，
出席番号，性別，年齢を尋ねた。個人が特定されないこと，
回答内容は研究目的以外の目的で使用しないこと，成績
には一切関係がないことなどを記し，ありのままを回答
してもらえるよう配慮した。また，本アンケートへの回
答は強制ではないことも伝えた。
②部活動所属の有無
③部活動での積極性　部活動での積極性は，「部活動で
はいろいろなことに挑戦できる」「目標を持って部活動
に取り組んでいる」など全 6 項目から構成される角谷
（2005）を使用した。回答方法は，「全くそう思わない」
「そう思わない」「あまりそう思わない」「少しそう思う」
「そう思う」「すごくそう思う」の 6 件法で，それぞれの
得点を１－６点とした。
④学校外でのクラブ活動の有無
⑤インターネットの使用用途　インターネットの使用用途
は，インターネットで一番使用していると思うものを，ゲー
ム，ブログ，Twitter など自由記述で回答してもらった。
⑥インターネット依存自己評価スケール（青少年用）尺
度　インターネット依存自己評価スケール（青少年用）
尺度は，「インターネットができないと，どんなことが
起きているのか気になってほかのことができない。」「イ
ンターネットをしている間は，よりいきいきしてくる。」
など全 15 項目から構成される，韓国情報化振興院が米
国の研究者 Kimberly S. Young の作成した診断ガイド
ラインを参考に開発し，久里浜医療センター TIAR が
翻訳したものを用いた。ただし，項目の「インターネッ
トの使用で，学校の成績や業務成績が落ちた。」から「業
務成績」を，「インターネットをしているために疲れて
授業や業務時間に寝る。」から「業務時間」を削除して
尋ねた。これは中学生にはあてはまらないと考えたため
である。回答方法は，「全くあてはまらない」「あてはま
らない」「あてはまる」「非常にあてはまる」の４件法で，
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それぞれの得点を１－４点とした。質問項目については
appendix に記す。
⑦生活習慣　生活習慣は，（Ⅰ）朝食の有無，（Ⅱ）就寝
時間，（Ⅲ）睡眠時間について尋ねた。
　（Ⅰ）朝食の有無は，「毎日食べる」「食べない日もある」
「ほとんど食べない」の 3 つの中から，あてはまるもの
を回答してもらった。
　（Ⅱ）就寝時間は，平日（学校がある日）に何時頃に
寝ているかを尋ねた。回答方法は，「夜 8 時～ 9 時前」「夜
9時～10時前」「夜10時～11時前」「夜11時～12時前」「夜
12 時以降」「その他」の 6 つの中からあてはまるものを
選択してもらい，「その他」に回答した者には具体的な
時間を記してもらった。
　（Ⅲ）睡眠時間は，平日（学校がある日）に何時間く
らい寝ているのかを尋ねた。回答方法は，「10 時間くら
い」「9 時間くらい」「8 時間くらい」「7 時間くらい」「6
時間くらい」「その他」の 6 つの中からあてはまるもの
を選択してもらい，「その他」に回答した者には具体的
な時間を記してもらった。
⑧学業コンピテンス　学業コンピテンスは，「テストの
点はいい方だ」「自分は成績がいい方だと思う」「授業を
理解できる」「ものおぼえがいい」「授業中の質問にはだ
いたい答えることができる」といった全 5 項目から構成
される，角谷（2005）によるものを用いた。回答方法は，「全
くそう思わない」「そう思わない」「あまりそう思わない」
「少しそう思う」「そう思う」「すごくそう思う」の６件
法で，それぞれの得点を１－６点とした。
⑨学校生活満足感　学校生活満足感は，「学校は楽しい」
「現在の学校生活に満足している」「学校に来たくない」
「何となく学校に通っている」「学校に自分の居場所がな
い」といった全 5 項目から構成される，角谷（2005）に
よるものを用いた。回答方法は，「全くそう思わない」「そ
う思わない」「あまりそう思わない」「少しそう思う」「そ
う思う」「すごくそう思う」の６件法で，それぞれの得
点を１－６点とした。
（3）手続き　2016 年 5 月下旬～ 6 月上旬に 1 回目の調
査（Time1:T1） を，2016 年 7 月 中 旬 に 2 回 目 の 調 査
（Time2:T2）を実施した。質問紙は，調査実施クラスの
担任教師に配布・実施し，回収してもらった。また，担
任教師には教示文を載せ，回答は強制でないこと，回答
したものは誰も見ないことなど伝えてもらい，回収まで
行ってもらうようにした。
３．結果
（1）相関分析　
各変数の相関について検討するため Pearson の相関
分析を行った。その結果を Table1 に示す。
「部活動での積極性」と「学業コンピテンス」（r=.13,p<.05），
「学校生活満足感」（r=.31,p<.01）との間に正の相関が見られ，
「インターネット依存自己評価」（r=.13, p<.05）との間に負
の相関が見られた。
「インターネット依存自己評価」と「学業コンピテンス」
（r=-.27, p<.01），「学校生活満足感」（r=-.24, p<.01）と
の間に負の相関が見られた。
「学業コンピテンス」と「学校生活満足感」（r=.28, p<.01）
の間に負の相関が見られた。
（2）分散分析　
部活動での積極性，インターネット依存，学業コンピ
テンス，学校生活満足感における，朝食の有無，就寝時
間，睡眠時間の影響を検討するために，T1 のデータを
用いて分散分析を行った。その結果を Table2 に示す。
独立変数を朝食の有無，就寝時間，睡眠時間，従属変数
を部活動での積極性として分析を行った結果，就寝時間
の主効果が有意であり（F（3,238）=2.76,p<.05），多重
比較を行った結果，就寝時間が夜 9 時～ 10 時前，夜 10
時～ 11 時前，夜 11 時～ 12 時前と答えた群は，それぞ
れ夜 12 時以降と答えた群よりも部活動での積極性が有
意に高いことが示された。次にインターネット依存を従
属変数として同様の分析を行った結果，就寝時間の主効
果が有意であり（F（3,238）=3.20,p<.05），多重比較を行っ
た結果，就寝時間が夜 9 時～ 10 時前，夜 10 時～ 11 時前，
夜 11 時～ 12 時前と答えた群は，それぞれ夜 12 時以降
と答えた群よりもインターネット依存の得点が有意に低
いことが示された。また朝食と就寝時間の間に交互作用
が見られた（F（3,238）=3.46,p<.05）ため単純主効果
の検定を行った。その結果，朝食を毎日食べる群におい
て，就寝時間が夜 9 時～ 10 時前と答えた群は，就寝時
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間が夜 12 時以降と答えた群よりインターネット依存の
得点が有意に低いことが示された。また，就寝時間が夜
9 時～ 10 時前と答えた群は，就寝時間が夜 11 時～ 12
時前と答えた群より，得点が有意傾向に低いことが示さ
れた。さらに，朝食を食べない日もある群において，就
寝時間が夜 9 時～ 10 時前，夜 10 時～ 11 時前，夜 11 時
～ 12 時前と答えた群は，それぞれ夜 12 時以降と答えた
群よりもインターネット依存の得点が有意に低いことが
示された。学校生活満足感を従属変数として分析を行っ
た結果，朝食の有無の主効果が有意であった（F（1,238）
=7.34,p<.01）。朝食を毎日食べる群は，朝食を食べない
日がある群よりも学校生活満足感が有意に高いことが示
された。
（3）共分散構造分析　
中学生における，部活動への積極性，インターネット
依存，学業コンピテンス，学校生活満足感の T1 と T2
の調査データにおける関係性の方向，相互影響性につい
て検証するために交差遅れ効果モデルによる検討を行っ
た。モデルの適合度指標の値はχ2（15）=43.94,p=.00,
GFI=.96,AGFI=.88,CFI=.95,RMSEA=.10 であり，許容
できるモデルであった。結果を Figure1 に示す。得ら
れたパス図より，T1 の学業コンピテンスから T2 のイ
ンターネット依存にかけて -.25 の負のパスが得られた。
また T1 の学校生活満足感から T2 のインターネット依
存にかけて -.14 の負のパスが得られた。T1 の学校生活
満足感から T2 の部活動での積極性には .11 の正のパス
傾向が得られた。
４．考察
「部活動での積極性」に関しては，「学業コンピテンス」
「学校生活満足感」との間に有意な正の相関がみられた。
吉村（1997）による先行研究により，部活動への満足感
が学校生活全体への満足感にも結び付くとされているこ
とから，学業・学校生活ともに影響しあっていると考え
られ，今回の分析結果は先行研究の結果を支持するもの
であったといえる。
また，「部活動での積極性」と「インターネット依
存」との間に有意な負の相関がみられた。 Sinkkonen，
Puhakka & Merilainen（2014）によると，フィンラン
ドの 15 歳～ 19 歳に対する調査で，青少年たちは，イン
ターネットに費やした時間は浪費され，それをもっと便
利に過ごせたと考えている。時間を使うという面で，部
活動は放課後の時間を利用し，休日にも活動を行う場合
があるので，多くの時間を費やし活動することになる。
その結果，インターネットをする時間が減少することが
考えられるため，「部活動での積極性」と「インターネッ
ト依存」間に負の相関がみられたことは，先行研究の結
果を支持するものであったといえる。
「インターネット依存」と，「学業コンピテンス」「学
校生活満足感」との間にも有意な負の相関がみられた。
津田ら（2015）によると，小学生においてインターネッ
ト依存傾向群は，学習時間が短いということが示されて
おり，学習時間が短いということは「勉強をした」とい
う自信を持ちにくくなると考えられ，これが学業への意
欲を減少させているのではないかと推測できる。そのた
め，「インターネット依存」と「学業コンピテンス」に
おいての関係は，先行研究の結果を支持するものである
といえるだろう。また，三島ら（2014）による先行研究
により，携帯電話に対する依存傾向が強い生徒ほど欠席
日数が多く，学校適応が低いことが示唆されている。こ
れより，「インターネット依存」と「学校生活満足感」
の負の関係も，先行研究の結果を支持するものであった
と考えられる。
最後に，「学業コンピテンス」と「学校生活満足感」
関して，有意な正の相関がみられた。これは学校適応に
おける要因として，友人との信頼関係，学業・進路の双
方が関係しているため（渡辺・大重，2011），正の相関
がみられたのではないかと考えられる。
分散分析の結果からは，「部活動での積極性」を従属
変数とした場合において，就寝時間の効果が有意であっ
た。これは，夜 12 時前までに就寝する者は，夜 12 時以
降に就寝する者に比べて積極的に部活動を行っているこ
とを示している。池田・兼坂（2015）によると，短い睡
眠と関連した要因の一つとして「課外活動の不参加」が
挙げられている。この「課外活動」は「部活動」と同様
なものであると考えられる。これらのことは，就寝時間
を早くすることで，部活動に積極的になることを示す結
果が表れたと考えられる。「インターネット依存」を従
属変数とした場合は，就寝時間の効果が有意であり，ま
た就寝時間と朝食の有無の交互作用がみられた。この結
果から，睡眠時間が遅く，朝食を食べない日もある者は，
睡眠時間が早く，朝食を毎日食べる者と比較してイン
ターネット依存の得点が高いことが明らかにされた。こ
れは，先行研究で示された，インターネットを長時間使
用することによって，夜型生活になり睡眠時間が不足し，
朝食が欠如する（文部科学省，2014）と一致した結果で
あり，先行研究の結果を支持するものであった。これら
のことから，インターネット依存に陥ると，夜遅くまで
メディア機を使用し，就寝時間が遅くなり，その結果朝
起きられなくなり，朝食を食べられなくなるということ
が示唆される。
「学業コンピテンス」を従属変数とした場合において
は，朝食の有無，就寝時間，睡眠時間いずれにおいても
群の主効果はみられなかった。中高生を中心とした子供
の生活習慣づくりに関する検討委員会（2014）によると，
不適切な睡眠習慣は，学力や運動能力にも影響すると考
えられている。しかし今回の研究からは，学業と睡眠の
関係をみることはできなかった。これは，学習すること
において，睡眠時間が多いと集中力が持続しできるよう
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Table2　分散分析結果
Ⅰ　朝食の有無 Ⅱ　就寝時間 Ⅲ　睡眠時間① ② ① ② ③ ④ ① ② ③ ④M(SD) M(SD) M(SD) M(SD) M(SD) M(SD) M(SD) M(SD) M(SD) M(SD)部活動での積極性 31.08(5.62) 31.29(4.41) 31.72(5.17) 30.86(5.77) 30.60(5.75) 28.47(6.46) 31.36(5.27) 31.62(5.55) 30.08(6.40) 30.19(5.40)インターネット依存 26.78(6.92) 28.68(8.88) 24.65(5.90) 26.53(6.59) 28.54(7.41) 33.52(8.53) 25.07(6.26) 25.16(5.48) 27.08(6.76) 31.16(8.91)学業コンピテンス 17.61(4.83) 16.40(4.25) 18.32(4.35) 18.16(4.50) 15.89(4.98) 15.00(4.69) 18.27(4.61) 18.29(4.62) 17.24(5.17) 15.83(4.30)学校生活満足感 23.72(5.12) 21.62(5.70) 24.23(5.38) 23.49(5.15) 22.52(4.74) 21.11(5.51) 23.82(6.32) 23.96(4.93) 23.22(5.35) 22.72(4.83)F値 交互 作用朝食F値 就寝F値 睡眠F値 Ⅰ*Ⅱ Ⅰ*Ⅲ Ⅱ*Ⅲ Ⅰ*Ⅱ*Ⅲ            多重比較部活動での積極性 .15 2.75* .35 .09 .50 .85 .35
インターネット依存 .40 3.20* 1.56 3.46* .69 1.75 2.09
学業コンピテンス .22 .23 .42 .64 .23 .51 .29学校生活満足感 7.38** .05 .46 .62 .74 .56 1.26 *p <.05,**p <.01Ⅰ　①毎日食べる，②食べない日もあるⅡ　①夜9時～10時前，②夜10時～11時前，③夜11時～12時前，④夜12時以降Ⅲ　①9時間くらい，②8時間くらい，③7時間くらい，④6時間くらい
Ⅰ①<④/①≦③Ⅱ①,②,③<④
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    Table1 各尺度間の相関係数     
  1  2 3 4  
1 部活動 1   -0.13 * 0.13 * 0.31 **
2 インターネット依存 -0.13 * 1  -0.27 ** -0.24 **
3 学業 0.13 * -0.273 ** 1  0.28 **
4 学校生活満足 0.31 ** -0.24 ** 0.28 ** 1  
                                                                  **p<.01 
 
 
 
 
 
 
+p<.10  *p<.05  **p<.01 
 
 
Figure1 交差遅れ効果モデルの検討による変数間の相互影響性 
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Figure1　交差遅れ効果モデルの検討による変数間の相互影響性
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になることがあったり，逆に睡眠時間を削って勉強に取
り組むことで，学習における自信をつけている可能性が
あるように思われる。最後に，「学校生活満足感」を従
属変数とした場合において，朝食の有無の主効果が有意
であった。朝食を毎日食べる者はそうでない者と比較し
て，学校生活満足感における得点が高くなることが示さ
れた。朝食接種の有無は，注意力や記憶力の持続など，
子どもの学習能力に影響を及ぼす（赤塚，2002）ため，
中学生にとって学校生活の大半を占める学習の影響があ
り，このことから朝食の有無によって学校生活満足感に
違いがみられるのではないかと考えられる。
中学生における，「部活動での積極性」「インターネッ
ト依存」「学業コンピテンス」「学校生活満足感」の
Time1（T1）と Time2（T2）の調査データにおける関
係性の方向，相互影響性について検証するために，共分
散構造分析を行ったところ，　T1 の「学業コンピテンス」
から T2 の「インターネット依存」に有意な負のパスが
得られた。この結果から，学業に自信を持っている者は
インターネット依存になりにくいことが分かる。全国教
育問題協議会（2014）によると，文部科学省が実施した
全国学力テストの平均正答率を，スマホを使用している
者といない者と比較すると，小中全教科で，使用時間が
増えるほど成績が低下する傾向が見られたとしている。
これは，今回の結果と逆方向の影響があるとしている。
今回の結果から，今まではネットに依存することで学力
低下につながるとされてきたが，学力に自信がなくなり，
その結果現実逃避としてネットを利用している可能性が
あるのではないかと示唆される。竹内（2015）も，ネッ
トの問題は，現実世界に問題がある場合がほとんどであ
ると言っている。ネット依存に陥らないためには，まず
学力などの現実世界に目を向けることが必要であると考
える。　
また，T １の「学校生活満足感」から T2 の「インター
ネット依存」に有意な負のパスが得られた。このことか
ら学校生活に満足している者は，インターネット依存に
なりにくいことが分かる。これも先述したように，ネッ
トの問題は，現実世界に問題がある場合がほとんどであ
る，ということにつながる。三島ら（2014）は，中学生
において携帯電話に対する依存傾向が強い生徒ほど欠席
日数が多く，学校適応が低いことが示唆したとしてい
る。これもまた，先行研究と今回の結果と異なる方向性
が示されている。やはり，ネット依存に陥ることで学校
生活満足感が低下するのではなく，学校生活満足感に先
にアプローチをすることが重要であると考えることがで
きる。さらに，T1 の「学校生活満足感」から T2 の「部
活動での積極性」に有意傾向な正のパスがみられた。こ
のことから学校生活に満足している者は，部活動でも積
極的に活動しているのではないかと考えられる。角谷
（2005）は，部活動で積極的に活動できていることは，
その時点での中学生の学校生活への満足感の高さと関連
するだけでなく，学校生活への満足感を，時期を追って
高めることにつながる可能性が示唆されたとしている。
また，山口ら（2004）は，高等学校において，部活動に
参加している生徒は，部活動に参加していない生徒と比
較して，有意に学校適応がよかったということを明らか
にしている。これらの先行研究では，部活動に参加して
いることが学校適応につながるとしているが，今回の研
究結果は学校適応がなされることで部活動にも積極的に
取り組むことができることを示している。部活動は，中
学生にとって様々なことを学ぶことのできる貴重な場で
ありつつ，必ずしも部活動によって学校適応が支えられ
るわけではなく，全般的な学校満足感が高まることに
よって，部活により積極的に参加できるようになるのか
もしれない。
一方，「部活動での積極性」と「インターネット依存」
の間に有意なパスはみられなかった。これについては
様々な要因が考えられるが，中学生にとって学校で行う
部活動と，主に家で使うことになるインターネットは結
び付きにくいのではないかと考えられる。また，部活動
を積極的に行うためには，学校生活満足感を高めること
が必要であり，インターネット依存と直接結びつくこと
がなかったのではないかと思われる。ただし，インター
ネット依存も部活動での積極性も学校生活満足感と関連
づけられていることが今回の研究でも示された。このこ
とから，中学生にとって学校生活が不安定になると，イ
ンターネットに現実逃避したり，部活動に積極的に取り
組むことができなくなるようになったりすることが考え
られる。中学生にとっては，学校生活を充実させ，普段
の生活の不安を取り除くことが大切なのではないかと思
われる。その上で，インターネット依存と部活動での積
極性の関連は，ともに中学生にとって身近なものである
ため，さらに研究を進めていくことが求められる。
５．総合考察
今回の研究では，部活動での積極性とインターネット
依存の間を直接関連づける結果は現れなかった。しか
し，互いに学校生活満足感とは関連していることが示さ
れた。
その中でも，今回の研究の中で，中学生において「イ
ンターネット依存」が根本的問題ではなく，「学業コン
ピテンス」や「学校生活満足感」から影響を受けること
が示された。橋本（2015）は，インターネット依存を防
止するために周りが注意すべきことは，依存に陥るには
それなりの背景原因があることを認識し，その原因に敏
感になることだと述べている。苦しみや悩みが多い際，
現実逃避の方法として，子どもたちはインターネットの
世界にのめりこんでしまうことがある。このような場
合，周囲の大人たちは，インターネット依存を防止する
ために，手っ取り早い方法としてインターネットを子ど
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もたちの側から取り上げることがある。しかし，これで
は子どもたちがインターネット依存に陥った背景の解決
にはなっていないのではないかと考えられる。少なくと
も本研究からは，一般的な中学生を対象としたネット依
存に陥ることへの防止のためには，ネット依存そのもの
をターゲットとする介入に加え，学業コンピテンスや学
校生活満足を支えていくことの有効性が示唆されたとい
えよう。
一方で本研究にはいくつかの限界がある。まず , 本研
究におけるインターネット依存については，カットオフ
ポイント等より臨床群や得点の高い子どもたちを抽出し
たものではなく，得られた結果の一般化には慎重を期す
る必要がある。また，学業コンピテンスについてはテス
トの得点といった客観的な指標ではなく，あくまで本人
の主観に基づく回答を求めており，より客観的な指標を
得ることでより議論は精緻化されていく必要がある。さ
らに，本研究では，一般的な中学生を対象とした研究で
あり，生活の多くの時間を過ごす学校における適応と
ネット依存の要因について，双方向的な影響を検討し，
ネット依存が学校適応を低めるのではないという結論を
得たが，ネット依存には家庭の状況や，保護者がネット
使用についてどのように捉えているのかといった他の変
数も影響を及ぼす可能性が十分にある。今回の研究に加
え，ほり包括的に中学生のインターネット依存やネット
使用の有りようについて，研究が蓄積されていく必要が
ある。
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Appendix 　インターネット依存傾向についての項目
・インターネットの使用で、学校の成績が落ちた。
・インターネットをしている間は、よりいきいきして
くる。
・インターネットができないと、どんなことが起きて
いるのか気になってほかのことができない。
・“やめなくては”と思いながら、いつもインターネッ
トを続けてしまう。
・インターネットをしているために疲れて授業中に寝
る。
・インターネットをしていて、計画したことがまとも
にできなかったことがある。
・インターネットをすると気分がよくなり、すぐに興
奮する。
・インターネットをしているとき、思い通りにならな
いとイライラしてくる。
・インターネットの使用時間をみずから調整すること
ができる。
・疲れるくらいインターネットをすることはない。
・インターネットができないとそわそわと落ち着かな
くなり焦ってくる。
・一度インターネットを始めると、最初に心に決めた
よりも長時間インターネットをしてしまう。
・インターネットをしたとしても、計画したことはき
ちんとおこなう。
・インターネットができなくても、不安ではない。
・インターネットの使用を減らさなければならないと
いつも考えている。
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